
2.茶の湯と宗麟

宗麟がみた壷～トラデイスカント壷～

中世大友府内町跡の発掘調査からは中国・朝鮮をはじめ、タイ・ベトナム・ミャンマーなどの東南

アジア産の貿易陶磁器が数多く出土しており、国際都市「Funai」の繁栄ぶりを雄弁に語っているが、

こうした遺物の中に、いわゆる「トラディスカント壷」と称される鮮やかな三彩陶器片がみられる。

この壷は表面に型押しされた花や葉などの文様が貼付けられ、頚部には縦方向の耳が付き、紬は緑色

を星調として文様部分に黄色・褐色(紫・茶）・緑色の三色の紬がかけ分けられる独特の三彩貼花文耳

付壷であり、イギリスの収集家－ジョン‘トラディスカントの名に由来して、その名で呼ばれている。

彼は東南アジアに住み、この種の壷をヨーロッパに持ち帰っており、現在ではイギリスのアシュモレ

アン美術館にその所蔵が知られる。また、彼は寄贈後の1627年に没しているため、これ以前に牛産さ

れたことがわかっている。
こうち

明代の三彩は古くから交flt焼と呼ばれ、一般に型物香合に代表されるが、その概念が暖昧であるこ

とから新たに「華南三彩陶」として呼称されている。トラディスカント壷もこの中の一器種にあたり、

この他には蛎輔成形で刻花文などの線刻文を施した壷‘瓶･水性･盤などと、烏や魚などの形をした型作

りの水性･水滴･香合などがある。これらは東南アジア諸国をはじめ日本でも数多く出土してきており、

その出土状況から１６世紀末頃には日本に請来してきたことがわかっている。また、生産地も近年の研

究により、漠然と中国南部・華南地方とされていたのが、香合の生産窯が福建省南部で確認され、そ

の他の器種についてもこの周辺で焼かれている可能性が高くなってきている。

トラディスカント壷は華南三彩陶の中でもその制作技法の違いから分けて考えられるもので、型押

しされた文様を表面に貼り付ける「貼花」は、この壷にみられる最大の特徴であり、烏形水注などの

型作りされたものと、刻花文を施した鞭蛎成形の壷との折衷的な要素をもったものといえる。

また、確認できるトラディスカント壷は、肩部に最大径があるものと胴部のほぼ中央に最大径があ

るものの、大きく２つの形態に分類でき、文様からもいくつかに分類可能であるが、文様が大きく４側

面に展開し、宝相華を中心にしたものと、六弁から成る花弁文を中心にしたものの2種類がそれぞれ表

裏で同じ文様になるというように墓本的な文様構成はほとんど同じであり、一定の規格を墓につくら

れていることがわかる。

大分市竹中の勝光寺にはこの壷が伝世品として残っている。寺に伝わる「南陽山勝光禅寺記」

(1673年）には、大友歴代の当主ゆかりの品々が同寺の秘蔵品として記されている。トラデイスカン

ト壷もまた、同寺ゆかりのものであり、上記の史料の中には「茶壷」の記載があり、このことからそ

れとの関連が注目されている。彦根城博物館に所蔵されている旧彦根藩主井伊家に伝来する資料は、

茶壷としての伝世が知られており、同寺のものも上記の史料に書かれている茶壷の可能性が非常に高

いと言える。

このトラディスカン卜壷は、国内外を通じても周知されている例はそれほど多くなく、国内では伝

世・請来品が7件、遺跡からの出土も7件を数える。国外では伝世・出土品を含めて5件を確認してい

るが、この他にもフィリピンをはじめ、東南アジア地域を中心に確認できる。国内では当時の大名や

商人に関わる地域での出土事例が多く、伝世品でも井伊家や前田家など大名の遺品として残ってきて

いる。勝光寺のものも数少ない伝世品の一つであり、また、他地域よりも群を抜いた府内町跡からの
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1.大友宗臓

宗麟の生涯

宗麟は、大友氏20代義鑑の長男として三禄3年(1530)生まれ、幼名は塩法師丸、その後、五郎、新

太郎と変わる。天文１９年(1550)２月、大友家最後の内紛が大友館殿中の二階の間で発生し、義鑑は世

を去った。いわゆる「二階崩れの乱ｊである。この時、別府に出かけていた宗麟は、直ちに府内に帰

り陰謀派を討ち、迅速・果敢に事件をおさめた。これにより、大友氏２１代家督を継ぎ、義鎮と称した。

義鑑から引き継いだ豊後・肥後国の守護職のほか、天文23年(1554)には肥前国、永禄2年(1559)には

豊前・筑前・筑後３国の守護職を得、北部九州６国を手中にし、西国最強の大名となった。永禄5年

(1562)剃髪して「宗麟」と名乗り、臼杵の丹生島城に移り、府内を嫡子義統に譲った。その後、天正

6年に宗麟を改名し「三非斎｣、天正7年(1559)に「円斎｣、天正9年(１５８１)に「府雷｣、天正１４年「宗

滴」へと頻繁に改称している。

宗麟が家督を継いだ翌年の天文20年(１５５１)７月、ポルトガル船が別府湾に入港し、翌８月には宗麟

の招きにより、フランシスコ・ザビエルが周防山□から府内に入り、キリスト教の布教が許可される。

本格的な布教は、翌２１年府内に入ったパルテサル・カゴによって始まり、府内には住院が建てられた。

弘冶元年(1555)にルイス・ドアルメイダによって府内に育児院、弘冶3年には病院が建設される。

この時、宗麟は、イエズス会に地所・会堂を寄進している。また、永禄8年(1565)にも、土地を寄進

し臼杵に教会堂を建設させ、天正9年(1581)巡察使ヴヤリニヤーノに臼杵ノビシヤトの設立、府内コ

レジオを開校させている。

天正6年、臼杵で三教師カブラルについて洗礼を受け、ドン・フランシスコを名乗るようになった宗

麟は、姻戚伊東氏の旧領日向国にキリスト教的理想郷国家の建設のため、大軍を率いて日向に進軍す

るが、耳川の合戦において大敗し、建設の夢は潰えた。この戦いを契機に人心を失った宗麟は、内外

の武将の離反を招き、天正１４年(1586)島津氏の侵入を許すことになる。侵略は、三臣秀吉軍の九州入

りで終わったが、秀吉は、当主義統に豊後一国を安堵し、宗麟には日向国を言えることにしたが、こ

れを辞退し、１０日後の５月23日、津久見の地で、その生涯を終えた。享年58歳であった。

へ
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宗麟と南蛮貿易

宗麟の時世は、まさに海外交易の時代であった。天文20年のポルトガル船の別府湾入港以後、弘冶

2年(1556)、永禄元年(1558)、同2年、同3年と5回入港している。これらは、キリスト教の布教と密

接な関係にあるが、宗麟は、永禄１０．１１年(１５６７．１５６８)のニケア司教カルネイロ宛の書状に、毎年

良質の硝石(火器や火薬の原料)を１０ピコ(前者)、大砲を求め(後者)ている。この時期大友氏は毛利氏と

の運命を決する戦いの時であり、「硝石と大砲」はぜひとも入手する必要があった。宗麟がキリスト教

をすすんで布教させたのは、①貿易の利を得ること、②大砲等の武器を調達すること、③医術その他

のすすんだ西洋文化を輸入しようとしたことにある。そこには、キリスト教布教と引き換えにした宗

麟のしたたかさを垣間見ることができる。一方、宗麟は朝鮮や中国との交易も盛んに行い、弘冶元年

(1555)には鄭舜功、湘江巡撫使蒋洲などが明船で訪れている。宗麟の朝鮮とのつながりは、対馬の宗

氏を通じたもので、花席(花ござ）・虎皮・豹皮・鱈・犬・照布(上等の白麻布）・油布(桐油の布)等であ

った。ヤソ会士の通信によると、「豊後の市」とあり、ここには京・堺・博多の商人が来往して取引を

した、とある。これは、宗麟の進取の気風がキリスト教布教の許可や積極的な南蛮貿易を推進したと

考えられ、強大な大友権力が安全な商取引を保証した。
（玉永光洋）
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2.府内の大豪商。技術職人。商人・蔵奉行

府内の大豪商:仲屋乾通・宗I悦

『大友興廃記ｊや「維城雑誌ｊ等の近世の編墓物によると、

伸屋乾通・宗'悦の父弓は、戦国末期に西国一の財力をもった府

内豪商であり、中国の貿易商人らと取り引きをしてアジア各地

からの物品を入手していた。文禄2(1593)年の「豊後国海辺郡

臼杵圧御検地帳」によると、宗悦は臼杵の唐人町懸ノ町に6軒、

1町1反あまりの屋敷を所持しており、懸ノ町全体の55％を占

めている。宗悦はやがて大友政権の政商的な地位に立ち、豊臣

秀吉との間を使者として往復したり、渡来系職人の招集の任務

を果たしたりしている。
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1５３

明から府内に移住してきた技術職人：陳覚明・義明・元明

系図によると、陳氏は中国の長江(揚子江)の河□に近い江蘇

省揚州府から、陳李長の代の永正3(1506)年に肥前に移住し、

やがて号の陳覚明が9年後の永正１１年に「豊後国府内住居」し

たと伝えられる。覚明は智元仏師と呼ばれた仏像師であり、ま

た元明は豊臣秀吉の京都方広寺大仏造立の際に漆喰塗りの技術

職人として馳走奉公している。系図は覚明・義明・元明の陳氏

3代の府内居住を物語っている。
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天秤を操る「計屋」商人：岩田与三兵衛入道

「上市町」に居住する岩田与三兵衛入道は、「計屋」を生業

としていた。「計屋」は、府内の町で商取り引きに使われる代

銀を、天秤を使って計室する商人である。大友氏の重臣田原紹

忍の書状によると、豊前の上毛・下毛郡から府内に訪れる商売

人は､この計屋岩田氏のもとに荷卸しするよう指定されている。

商人の荷卸湯や問丸的宿機能を有する計屋商人は、都市の流通

経済上で重要な位置と役割を担っていた。
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府内の｢御蔵場｣の蔵奉行:寒田鎮郷･六寮覚阿｡称名寺其阿

大友館の南に立地する「御蔵場」は、各地から大友氏のもと

へ納められた米・大豆等の物資を保管する倉庫である。天正

１８(1590)年、ここで働く蔵奉行の寒田鎮郷・六寮覚阿・称名

寺具阿の3人は、蔵に持ち込まれた米と大豆を計呈し、納入害Ｉ

当状の雲に受け取り石高と日付を記し、署名に花押と黒印を押

した請取状を発行している。
（鹿毛敏夫）
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3･府内で活躍した外国人

’１５４

ポルトガル人2名(3名とも)を乗せた中国船が種子島に漂着し、日本とヨーロッパの初めての出会っ

たのは1543年。その2年後の1545年、早くもポルトガル人が府内を訪れている。１５７８年受洗した大

友宗麟がその直前に宣教師に語った回顧談によれば、１６歳の時に中国人のジャンク船が入港し、６，７

人のポルトガル人が同乗していたという。１５３０年生まれの宗麟が１６歳の時とはすなわち1545年とな

る。ポルトガル人一行のリーダー格であったジョルジ・デ・ファリアはその後約3年間府内に居住し、

宗麟の弟晴英(のちの大内義長)が鉄砲を誤射して負傷した際、治療してくれたという。そして、宗麟

は彼からヨーロッパやアジアの情勢、キリスト教の行状についてあれこれ間かせてもらっている。フ

ァリアこそが若き宗麟にキリスト教やヨーロッパ文明に対する興味を抱かせた人物であった。宗麟の

回顧談ではファリアの帰国後、今度はアラゴンというポルトガル人が来訪し、５年程居住して日本語も

ほどほどわかる程度に話せるようになったという。それまで府内に居住する外国人はほとんど中国人

であったが、次第にポルトガル人が加わるようになっていった。

１５５１年、ドアルテ・ダ・ガマ船長のポルトガル船が府内の港に入港した。これを契機に大友宗麟は

山□に滞在していた、かのうランシスコ・ザビエルを府内に招待した。到着したザビエル－行は港か

ら府内の町を通って宗麟の待つ館へ向かった。通りは行列を一目見ようと集まった民衆でいっぱいに

なったという。宗麟はザビエルを最高の礼をもって迎え、ポルトガル王と友好関係を結びたい旨を伝

え、ザビエルが大友氏領国内で布教することを許可した。４９歳の時ようやくキリスト教徒となった宗

麟は洗礼名を自らフランシスコとしているが、これは32歳の時に出会ったザビエルにいかに感銘した

かを物語っている。約２カ月後ザビエルは日本での布教活動支援体制を固めるためガマ船長の船がイン

ドへ帰るのに合わせ、府内を離れた。ザビエル自身の活動は短かったものの、彼によって豊後にまか

れたキリスト教の種はその後次々に訪れた宣教師たちにより大きく言てられ、府内は日本におけるキ

リスト教布教の最大拠点となったのである。

ザビエル離日後、府内には入れ替わり立ち代りキリスト教宣教師たちが訪れ、逗留し、布教活動を

続けた。その中の－人に西洋医営の祖とされるルイス・アルメイダがいる。アルメイダはポルトガ

ル‘リスボン生まれで、医堂を堂んだのち東インドへ渡り商人となり、成功をおさめていた。しかし、

31歳の頃その地位を捨て、府内でイエズス会に入会し、宣教師となった。直後から精力的に活動し、

府内教会が建て直されたのを機に旧教会を病院に改築した。ポルトガルの外科医師資格を持つアルメ

イダはこの病院で手術を実施している。彼の指導のもと府内病院の名声は高まり、患者が遠く関西地

方からも集まり、ポルトガル船の乗組員も治療を受けるため府内に入港するほどであったという。

また、宣教師たちは吾供たちに読み書きや歌、今のバイオリンに似た楽器(ビオラデ・アルコ)の

演奏も教えていた。祭日になると、教会から府内の町に少年少女の歌声が流れていたのである。

宣教師たちは日本での布教活動の成果を必ずイエズス会の□－マ本部に報告する。これを本部はす

ぐさま本に印刷し、ヨーロッパ各地に配布した。その本には当然豊後や府内の名が幾度となく登場す

る。その結果、１５９５年に出版された「テイセラ日本図」には国名以外の地名として府内の他、臼杵

や日出、佐賀関が書き込まれている。キリスト教宣教師たちを通じ「府内」の名は当時のヨーロッパ

人に最もよく知られる日本の地名になっていたのである。
（長田弘通）
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府内の町割変遷図（坂本報告資料）

１５世紀前半の遺構
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１６世紀後半の町割
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大友氏関連年表

《
４

１６Ｃ

1053(天喜元年）“高国府”初見(含台地下東一東北側）

1059(康平2年)･1077(承保4年)田中寺

１１９６(建久7竿）大友能直豊後国守護

1201(建仁元年）下総古河恵比寿勧請(博）

１２１９(承久1年）２代親秀、豊前豊後守護職及び鎮酉奉行

等諸職をつぐ

1223(貞応2年）“勝津留号高国府'，

1234(文暦元年）“府中''初見

1242(仁治3年）１．１５「新御成敗状」

２．１８大友頼泰守護職に

1254(建長6年)～1270(文永7年)頃大友頼泰勝津留(高国

府)に権利を得、居館（大友館）を構え

る。

1274(文永１１年）文永の役

１２８１(弘安4年）弘安の役

1288(正安元年)～1457(康正3年）冨成名(史料）

1306(徳治元年）万寿寺建立(5代貞親)開山直翁

1307(徳治2年）大友貞親、岩屋寺を移し総社山円寿寺と

する

1333(元弘3年）大友貞宗、少弐・島津と共に鎮西探題を

攻撃、北条英時を自刃させる

1333(元弘3年）鎌倉幕府滅亡

1333(元弘3年）６代貞宗、所領諸職(守護職附五職(在庁

職?)並所領等)を7代氏泰に譲り、嫡子単

独相続制にする

後醒醐天皇より博多息浜拝領

元弘の頃(1331-1333)上野台蕊上に居館を移す(造営）

（『大宰管内志』『豊後国志」）

1336(建武3年）玖珠城衆高国府乱入

1337(建武4年）玖珠城衆高国府乱入

１３４１(暦応4年）大友氏時瑞光寺建立

1342(康永1年）一所勝津留地頭職(相偲所領を嫡子頼房に

譲る）

1346(貞和2年）高国府隆生寺(史料）

1348(正平3年）隆国府市屋敷一所を安堵し積禅庵を建立

1３４９－１３７５高崎城攻防の史料

1355(文和4年)以前に廃寺となる－隆国府保寿寺、鍾銘「…

豊州隆国府金?山保寿寺…」選者葛寿寺

霊致(１３８１(永徳元年)没）

1355(文和4牢）“古国府”初見

1355(文和4竿）懐良親王・菊池府内大友を下す

1357(延文2年）大友氏時高崎城を築く(博）

1361(康安1年）斯波氏経、九州探題として高崎城に入る

1364(貞治3）’当知行散在所領所職等事”在国司職、

検非違使職、惣追捕職、税所職

弘安の役恩賞筑前恰土庄志摩方地頭職

(柑子岳城)、香椎社領(立花城）

1387(嘉慶元年）大智寺、開祖独芳禅師

1391(明徳2年）南朝滅亡

1395(応永2年）豊後国府立市悌地力居屋敷一所(史料）

1401(応永8年）松坂八幡宮、大友親世勧請(伝）

１４２９(永享1年）１２代持直、朝鮮にはじめて使節を出す

(以降１５代親繁、１７代義右の代に数多く

派遣）

1430(永享2年）笠和郷松末名(史料）

1453(享徳2年）渡唐船6号船(大友船）

1455(享徳4年）５代親繁(1493明応2年没)の館守(護所)、

茅や茨で屋根を葺き、竹を床にした極め

て質素なもの。（『臥雲日件録』）

1468(応仁2年）遣明船にて硫黄4万斤輸出(大友・島津）

１５０１(文亀元年）大雄院建立・称名寺・金剛宝戒寺・万寿

寺・瑞光寺・大智寺・同慈寺

1501(文亀元年）i海東諸国紀』成立(1471年博多統治=大

友殿東北6000余戸、少弐殿南西4000

余戸）

１５１６(永正１３竿）朽網親満反乱

１５１８(永正１５)～１５１９(永正１６年）高崎城攻防

1536-37(天文5-6年)頃には式三献の儀式導入される

1537(天文6年）豊後国大智寺事…足利義晴(史料）

？（？）大智寺造営材木之事…義鑑(史料）

1545(天文１４年）ポルトガル入来府(中国のジャンク船)、

ポルトガル人3～5年滞在

1547(天文１６年）金剛宝戒寺材木〈史料5頁）

1550(天文１９年）二階崩の変(大友館?内）

1550(夫文１９年）大友義鎮家督相続

1551(天文20年）夏ポルトガル船(ドアルデ・ガマ船長)沖

の浜に来航。

８．１９ザピエル府内訪問(接見場所は大友

館?）

１０２４府内を去る(宗麟使者同道）

1552(天文21年）カゴ神父沖の浜に来航(宗麟使者も帰国）

1553(天文22年）府内教会建立
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1555～56(弘治1～2年)鄭成功（『日本一鑑』著1560年代）

来府

1555(弘治1年）ルイス・アルメイダ幼児収容施設建設、

住院及び礼拝堂建設

1556(弘治2年）４蒋洲来府、義鎮に会う(弘治3年帰国）

1556(弘治2年）１．２次道明船

(1557(弘治3年）毛利元就、大内義長を滅ぼす）

1550～1５５８この間に菰鎮、居館を府内(大友館)から

上原(上原館)に移す（『大友家文書録」

1557(弘治2年）府内病院建つ

1558(永禄元年）大友義統上原館で誕生（i・大友家文書

録』）

1559(永禄2年）義鎮、豊前・筑前・筑後国守護に任ぜら

れ、九州中北部6ケ国の守護。九州探題

職に補任。

1559(永禄2年）府内病院増改築

1560(永禄3年）ポルトガル船入港本年まで

1560(永禄3年）義鎮嫡女、土佐一条氏に嫁す

1561(永禄4午）義鎮、毛剰方の門司城を攻め、大敗す

1562(永禄5年）義鎮剃髪し、宗麟と称す

1563(永禄6年）宗麟Ⅷ上原館”より丹生島城に移る

（「大友家文書録』）

1567(永禄１０年）宗議、毎年硝石200斤を求める手紙をニ

セヤ司教カルネイロに出す

1568(永禄１１年）宗麟、再度大砲を求める手紙をニセヤ司

教カルネイロに出す

1570(元亀元年）１１．１「就至笠和郷、御長囲罵之儀…」

(史料）

1571(元亀2年）７．１３鍾銘「大日本国大分郡府中今小路惣

道場…願主大明台州府慮高平羊県陽愛

有～」（備前今城余慶寺鍾銘）

１５７１(元亀2年）９２３土井廻之儀…宗麟(史料）

１０．１１土井廻之儀…宗麟(史料）

1573(天正元年）２２代義統家督相続

？６．１２「府内屋敷…東之築地_」（史料）

1573(天正元年）１２．２「土井廻扉之儀…義統」（史料）

1577(天正4年）１．１１宗麟、肥後高瀬に到満の大石火矢の

運送を城蔵人太夫に命ず

１５７８(天正6年）宗麟臼杵にて洗礼を受ける。洗礼名ド

ン・フランシスコ

耳川の合戦(大友軍大敗）

1578(天正6年）政庁が府内に移る

1580(天正8年）府内コレジオ建設

1582(天正１０年）６１８「万寿寺築地之内井西之屋敷両所

万寿寺町屋敷事」（史料）

1582(天正１０年）府穴の町8000人(又は戸）

1586(天正１４年）島津氏豊後に攻め入る

1586(天正１４年）高崎城普請

1586(天正１４年）宗麟、臼杵から大坂へ、豊臣秀吉に島津

討伐を依頼

1586(天正１４年）うえのはるに－城を築く(上原館改修）

1586(天正１４年）戸次河原の合戦(四国運合軍大敗）義統、

高崎城を捨て竜王城に敗走。島淳軍府内

侵入、府内焼失

1587(天正１５年）３.島津軍府内撤退

5.3秀吉、義統に豊後一国を安堵、別に

宗麟に日向一国を与えようとするも辞退

523大友宗麟津久見にて死去(58歳）

1588～1591(天正１６～１９年）『伊勢参宮帳』

1592(文禄1年）文禄の役(大友義統6000の軍勢で出陣）

1593(文禄2年）大友軍、明の大軍の前に敗走、秀吉これ

を省め大友義統を除国する

1595(文禄4年）『当家年中作法日記！（大友義統）

1596(慶長1年）慶長大地震、府内津波による被害甚大

1597(慶長2午）福原直高入府、慶長4年三階高楼完成、

入城。（荷揚城と称す）

1602(慶長7年）天守閣ほか櫓完成、竹中重利旧府内町を

新城下町に移す(府内城と称す）

1605(慶長１０年）吉統(義続)死去(48歳）

1635(寛永１２年）墳丘上の大松倒れ、石棺と人骨露出。

寛永１３年日根野吉明、葛寿寺伝説により石碑を建

つ(大臣塔、大臣塚）

(註)本年表には、府内及び大友氏の歴史的流れを大まかに

掴むため、各種意見のある事項や、二次史料に基づく事項も

含んでいる。
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中
前
々
之
謹
文
雌
有
之
、
毎
事
礼
能
可
被
任
存
分
水
、

一
、
諸
成
敗
之
邪
、
縦
雌
為
人
被
官
、
至
主
人
相
理
、
礼
能
可
被
任

存
分
邪
、

一
、
町
役
井
点
馬
諸
公
事
等
之
事
、
如
前
々
可
被
励
馳
走
事
、

一
、
地
下
人
等
難
企
内
訴
、
曽
而
不
可
有
許
容
邪
、

一
、
公
役
等
之
獅
、
柳
無
緩
可
有
所
勤
之
蛎
、

⑳
唐
船
三
鯉
当
年
可
帰
朝
也
、
各
和
泉
堺
地
下
人
一
万
貨
維
物
槙
之
、

三
傭
四
倍
一
一
可
成
之
Ⅲ
、
三
鰻
ハ
数
万
“
足
也
、
目
越
中
御
所
大
内
・

（
マ
、
）

大
友
・
鵬
津
一
二
人
二
為
兵
粧
米
一
駿
宛
被
下
之
、
罷
上
可
致
迎
忠
旨
、

以
御
内
書
被
仰
出
、
各
畏
入
旨
申
入
御
請
、
其
御
使
春
行
房
定
寛
也
、

為
事
実
者
商
人
共
可
為
迷
惑
者
也
、
不
思
識
ノ
、
事
也
、
日
本
王
法

冷
落
在
之
者
、
自
異
朝
可
自
専
之
由
云
々
、
然
上
者
以
異
朝
宝
可
達

冷
落
在
之
者
、
自
異
朝
可
一

本
朝
之
本
意
事
併
前
表
鍬
、

二
Ⅲ
八
二
年
）

天
正
十
年
正
月
廿
二
日

柴
田
筑
前
入
道
殿

以
上

会
四
九
六
年
）

「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
明
応
五
年
四
月
二
八
日
付
）

（
大
友
松
野
文
書
）

、⑳ ⑳
唐
船
之
耶
、
被
望
申
之
趣
、
被
聞
召
入
鵬
、
舷
初
度
者
、
為
御
代
始

（
足
利
純
潤
）

御
船
可
被
渡
之
、
至
其
次
者
、
就
鹿
苑
院
殿
百
忌
者
被
寄
相
国
寺

之
段
、
宜
致
存
知
、
然
間
砂
三
ヶ
度
、
川
川
川
川
Ｕ
被
申
請
之
旨
、

可
有
御
成
、
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ

（
文
心
元
（
一
Ⅲ
○
二
年
）

（
洲
脇
）

ｎ
Ｕ
元
年
閏
六
月
十
二
一
日

加
賀
前
司
征
判

（
餓
厄
北
吋
）

大
和
守
碓
判

（
親
滴
）

大
友
備
前
守
殿

（
大
友
家
文
書
録
）

猶
々
、
来
月
雌
、
Ⅱ
川
Ⅱ
Ｕ
如
何
候
間
、
当
月
中
に
各
首
途
あ

る
へ
く
候
、

渡
唐
二
号
船
帰
朝
候
之
腿
、
中
乗
と
船
頭
慮
外
依
喧
嘩
、
客
衆
懸
乗

之
儀
、
不
及
是
非
候
、
然
者
方
々
懸
迫
手
候
之
川
、
鯵
日
州
外
浦
制

概
候
、
弥
彼
船
無
出
船
様
、
可
致
覚
悟
候
之
条
、
諸
浦
符
固
舟
之
耶

相
熊
、
急
度
可
差
下
候
、
誠
国
家
外
聞
、
此
題
目
候
、
各
至
馳
走
者
、

可
為
一
段
之
軍
忠
候
、
重
而
日
州
江
遮
飛
脚
候
、
来
廿
九
冊
日
之
間
、

必
可
有
到
来
候
、
其
内
船
誘
等
柑
調
、
飛
脚
到
来
候
者
、
翌
日
出
船

之
覚
儒
懸
入
候
、
不
可
打
油
断
之
儀
候
、
恐
々
獅
簡
、

（
大
皮
）

七
月
十
九
日

義
長
（
花
押
）

櫛
来
藤
九
郎
殿

岐
部
弥
太
郎
殿

瓶
来
彦
三
郎
殿

（
切
封
）「
（
鍋
引
）
」

（
岐
部
文
香
）

~一一字引 1６４



（
大
友
家
文
書
録
）

（
哨
奥
切
肘
）

⑩
「
（
塾
引
）
」

門
之
材
木
、
早
速
運
送
祝
着
候
、
猶
雄
城
若
狭
守
可
申
候
、
恐
々
謹

華
、
、

（
火
皮
）

十
二
月
Ⅱ
五
日
義
鑑
（
花
押
）

波
多
備
後
守
殿

（
岐
部
文
神
〉

⑨
土
蔵
之
材
木
、
以
切
符
申
候
、
各
急
度
繭
馳
走
候
者
、
可
為
祝
瑞
候
、

殊
外
急
用
候
、
各
不
可
有
油
断
候
、
恐
々
謹
言
、

（
天
文
一
三
（
一
五
円
四
）
年
）
（
大
友
）

関
十
一
月
十
八
日
義
鑑
在
判

帆
足
右
衛
門
大
夫
殿

松
木
丹
後
守
殿

平
井
三
河
守
殿

古
後
左
近
大
夫
殿

⑧
材
木
柚
取
之
事
申
候
之
虚
、
早
々
預
馳
走
候
、
在
陣
之
脇
、
一
段
辛

労
、
令
悦
轡
候
、
同
者
急
度
可
持
給
候
、
猶
以
面
可
申
候
、
恐
々
謹

一
蓉
口
、

（
火
皮
）

十
月
九
日

義
鑑
在
判

小
冊
原
三
河
守
殿

（
大
友
家
文
神
録
）

恵
良
弾
正
忠
殿

太
田
安
芸
守
殿

忠
良
若
狭
守
殿

（
大
友
家
文
書
録
）

《旧偏、
⑭
就
女
中
屋
作
、
各
別
而
辛
労
之
儀
候
之
条
、
黄
金
一
枚
進
口
候
、
恐

々
謹
言
燐
平
鎧
緩
瀦
溌
呪
湘
麺
剛
電

（
大
慶
）

義
鑑
在
判

十
二
月
廿
八
日

小
Ⅲ
原
三
河
守
殿

城
川
越
前
守
殿

（
大
友
家
文
杏
録
）

⑫
口
志
土
知
名
、
役
所
・
台
所
上
葺
之
儀
申
付
候
、
然
者
料
□
口
事
、

以
催
促
急
度
馳
走
肝
要
候
、
柳
不
可
有
緩
之
儀
□
、
□
口
謹
言
、

（
氏
文
一
六
（
一
Ｋ
円
七
）
年
）
（
大
皮
）

閏
七
月
廿
四
日

義
鑑
在
判

埴
田
越
前
守
殿

小
田
原
三
河
守
殿

（
大
友
家
文
杏
録
）

⑮
至
安
岐
郷
、
小
門
之
儀
申
付
候
、
然
者
其
方
領
地
之
事
、
従
前
々
万

雑
諸
点
役
免
許
之
儀
、
雌
令
承
知
候
、
可
預
馳
走
事
、
可
為
祝
着
之

段
申
候
之
腿
、
以
川
脚
直
納
喜
悦
候
、
船
検
断
不
入
之
儀
者
、
永
々

不
可
有
相
違
候
、
為
存
知
候
、
恐
々
謹
言
、
（
大
ｇ

九
月
三
日
宗
麟

蒋
林
弾
正
忠
殿

（
若
林
文
書
）

⑬
乾
屋
敷
譜
識
辛
労
察
存
候
、
折

候
、
猶
面
之
時
可
申
候
、
恐
々

三
月
廿
八
日

小
田
原
左
京
亮
殿

石
合
宮
内
少
輔
殿

寒
田
又
六
殿

浦
川
九
郎
右
術
門
尉
殿

一
、
近
日
馳
走
之
暇
如
何
候
、
又
鹿
側
進
之

恐
々
謹
言
、

（
大
友
）

義
鑑
在
判

⑪
遠
侍
戸
悉
損
候
、
急
度
被
申
付
、
引
両
戸
結
柵
可
有
馳
走
候
、
柳
不

可
有
緩
之
儀
候
、
恐
々
謹
言
、

（
天
文
一
六
二
五
円
七
）
年
）
（
大
友
）

壬
七
月
廿
一
二
日
義
鑑
（
花
押
）

津
久
見
左
馬
助
殿

田
北
勘
解
由
左
衛
門
尉
殿

（
小
野
尾
文
書
）

価
⑲
土
井
廻
扉
之
儀
、
至
諸
郷
庄
申
付
候
、
冊
荏
隈
郷
之
内
、
口
方
領
地

免
許
之
段
、
雛
令
存
知
候
、
此
度
之
耶
者
、
ｎ
Ⅱ
川
Ｕ
、
戒
馳
走
可
為

悦
喜
候
、
猶
奉
行
中
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

（
大
友
）

十
一
月
十
一
日

宗
麟
在
判

衛
藤
八
郎
殿

（
大
友
家
文
書
録
）

⑱
就
至
笠
和
郷
御
土
囲
扉
之
儀
被
仰
付
候
、
御
免
許
衆
之
躯
、
従
役

⑯
土
井
廻
解
之
儀
、
至
諸
郷
申
付
候
、
佃
稲
田
庄
之
内
、
□
口
領
地
諸

点
役
免
許
之
段
、
雌
令
存
知
候
、
此
度
之
郡
者
、
為
所
望
、
直
馳
走

可
為
悦
喜
候
、
猫
奉
行
叩
可
申
候
、
恐
々
諌
茜
、
（
大
友
）

九
月
廿
一
二
日

宗
麟
在
判

朽
網
左
京
亮
殿

（
大
友
家
文
書
録
）

⑰
土
囲
廻
扉
之
儀
、
至
諸
郷
庄
申
付
候
、
価
安
岐
郷
之
内
、
其
方
領
地

分
諸
点
役
免
許
之
段
、
錐
令
存
知
候
、
此
度
之
事
者
、
為
所
望
、
直

馳
走
肝
要
候
、
猶
奉
行
巾
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、
（
火
度
）

十
月
廿
四
日
宗
麟
（
花
押
）

若
林
弾
正
忠
殿

（
若
林
文
諜
）

所
言
上
之
趣
、
遂
披
露
候
之
腿
、
凹
方
額
地
諸
点
役
、
雌
被
成
御
行

免
候
、
為
御
所
望
馳
走
、
可
為
御
祝
着
之
由
、
可
申
旨
被
仰
出

候
、
早
々
勤
役
肝
要
候
、
不
可
有
油
断
之
儀
候
、
恐
々
諏
言
、

十
一
月
一
冊

鑑
林
（
花
押
）

小
佐
井
薩
内
兵
衛
尉
鎮
永
（
花
押
）

箇
原
兵
部
〔
Ｕ
鑑
光
（
花
押
）

疋
川
術
隙
０
鑑
祁
（
花
押
）

怒
側
淵
主
殿
助
鑑
貞
（
花
押
）

向
刑
部
殿

一
第
》
七
重
一

鑑
久
（
花
押
）

（
向
文
書
）
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一
、
所
々
催
促
之
事
、
受
其
方
分
奉
行
可
副
案
内
者
之
条
調
催
促
可

渡
社
家
噸
、

行
守
隙
々
片
、
不
可
打
柳
師
之
雌
荷
也
、
Ⅲ
ド
知
如
件
、

一
・
Ｋ
○
じ
年
）

水
正
畢
年
一
二
川
Ⅱ
爪
Ⅱ

（
安
部
文
件
）

〔
１
三
都
市
」
関
連
資
料

（
《
一
一
四
一
一
年
）

，
新
御
成
敗
状
仁
治
一
二
年
服
川
十
五
Ⅱ

①
新
閥
成
敗
珊
仁
汁

（
第
一
条
略
）

《
姉
・
一
乗
）

一
、
上
ハ
斎
Ⅱ
殺
生
噸
、

「
豊
後
府
内
の
都
市
と
交
易
」

一堀一堀一鰯一雨一気一昂一刻一第
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11ド
文
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問
破

竹一躍

ｌｉｌｌｉ

花行

（
マ
、
）

一
、
大
・
兇
三
斗
八
舛
叫
介
し
ハ
勺
八
合

右
、
請
取
所
如
件
、

寒
川
行
近
火
炎

天
正
Ｌ
’
八
年
十
一
〃
Ⅱ
八
Ｗ
Ⅱ
鎖
郷

祢六
蘭粥
＃

典党
|{I11iIリ

照雌花

爺型凹遡
林一
文
群

（
竹
中
文
洲
）
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坂本嘉弘

山本恭弘

神田高士

武高雅宣

熊谷一秋

高畠豊

宮田剛

松竹智之

高木麻奈美

深町麻理

江藤井津子

今村信子

伊藤正義

森本朝子

栗田勝弘

原田昭一

秦政博

宮崎治

後藤典幸

河野史郎

奥村義貴

小住武史

山口しのぶ

藤原佳和子

首藤直美

三重野京子

石井進

大橋康二

田中裕介

松本康弘

木村幾多郎

中西武尚

塔鼻光司

塩地潤一

苅谷史穂

羽Ⅲ野裕之

姫野尚之

西村大

沖本美和子

河原純之

大庭康時

槙烏隆二

恒賀健太郎

佐藤友則

長Ｈ１弘通

坪根伸也

永松正大

羽川野達郎

松尾聡

中村''１美子

木村隙子

井口あけみ

小野正敏

佐伯弘次

吉'1１寛

幡上敬一

清松直人

帯刀修一

姫野公徳

三浦亜紀

上野淳也

水町裕子

野上孝徳

平lⅡ美智子

宮成美恵
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発行／大分市教育委員会

中世都市研究会

印刷／いづみ印刷株式会社

神戸市博物館

臼杵市教育委員会

竹中勝光寺

玉井哲雄

消水宗昭

後藤晃一

高lll龍五郎

太田孝子

玉永光洋

幸裕美

杉崎重臣

梅田昭宏

勝問田あや

林裕子

森永美紀

堤美智代

鹿毛敏夫

渋谷忠章

甲斐寿義

佐藤功

藤沢敏夫

讃岐和夫

池遷千太郎

荻幸二

佐藤孝則

阿部填知子

伊東みほ

小野千恵子

黒田きくみ

(順不同・敬称略）
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